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1. 指針の目的 

この指針は、横浜旭中央総合病院（以下「当院」という。）における院内感染防止対策を進める

ため、医療法施行規則第一条の十一第 2項第一号に基づき本指針を定める。 

 

2. 院内感染防止対策に関する基本的考え方 

 院内のすべての職員が、院内におけるすべての病原微生物が院内感染対策の対象となることを認

識し、自覚する。院内感染は、患者のみならず、職員、およびそれらの家族、親類等にも波及しう

るものであり、決して院内だけの問題ではない。院内感染の多様性から、単にマニュアルの遵守の

みでは対応できない場合もあり、すべての職員が常日頃から感染予防策の必要性を認識し、遵守す

ることが極めて重要である。院内感染対策は、医療を安全かつ効率よく行う上での最優先事項の 1

つであることをすべての職員が十分認識し、日常の院内感染対策を実践していくことが肝要である。 

院内感染防止対策を全職員が把握し、指針に沿った医療ができるよう、本指針を作成するものであ

る。 

 

3. 院内感染管理体制 

１）病院長の指示のもと、次に掲げる院内感染対策を行う。 

 ①院内感染対策に関する資料の収集と職員への周知 

 ②職員研修の企画 

 ③異常な感染症が発生した場合は、速やかに発生の原因究明、改善策の立案、実施のため、全職 

員への周知徹底を図る 

   ④立案された改善策の実施状況を必要に応じて調査し、見直す。 

   ⑤患者の疑問、不安等の把握 

 

  ２）本院における院内感染対策を推進するために、本指針に基づき院内に職種横断的に以下の組織 

を設置する。 

   ①感染対策委員会（委員長：副院長） 

    院内感染についての諸問題に対する最高決定機関とする。月１回の定例会の他に、院内感染に 

関する諸問題発生時あるいは新規対策が必要な時には適宜開催する。 

 

   ②感染管理部門：感染防止対策室 

    院内感染対策におけるより実務的な組織として、感染管理部門：感染防止対策室を置く。 

院内感染対策の徹底・推進と緊急時の初動体制確立のために、院内で一定の権限と責任のもと 

に組織横断的に活動する。また、地域医療圏を視野に入れたより広域的な感染防止にも努める 

 

   ・感染対策チーム（ICT） 

    感染防止対策室の目的達成のため最も実働的な組織として、感染防止対策室の下に設置する。 
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   ・抗菌薬適正支援チーム（AST） 

    抗菌薬の適正な使用を推進するため、感染防止対策室の下に設置する。 

 

   ③感染対策リンクドクター 

    部署から選出された医師により構成する。各部署の医療現場での感染対策を実行するとともに、 

感染対策委員会と連携して活動する。 

 

   ④看護部感染対策委員会（リンクナース） 

    各部署から選出された看護師より構成する。各部署の医療現場での感染対策を実行するととも 

    に、感染対策委員会と連携して活動する。 

   

   ⑤感染対策リンクスタッフ（コメディカル） 

    各部署から選出されたコメディカル・事務部門より構成する。各部署の医療現場での感染対策 

を実行するとともに、感染対策委員会と連携して活動する。 

 

４. 職員研修 

  １）院内の職員の院内感染に対する意識を高め、業務を高め、業務を遂行する上での技能やチーム 

の一員としての意識向上を目的として、院内感染対策のための職員研修を職種横断的な参加の下 

に行う。 

 

  ２）職員研修は、就職時の初期研修 1回のほか、年 2回全職員を対象に開催する。また、必要に応 

じて随時開催する。 

 

  ３）研修の実施内容（開催または受講日時、出席者、研修項目）を記録・保存する。 

 

５．感染症の発生状況の報告 

  １）院内感染の発生状況を把握するため、院内における感染症の発生状況を定期的に職員に報告し、 

情報共有化に努めることで、院内感染の発生予防及び蔓延の防止を図る。 

 

  ２）感染防止対策室は、週毎に病原微生物検出状況と感染症発生動向をまとめ、月 1回定例の感染 

対策委員会で報告する。 

 

  ３）早急な情報伝達が必要な場合は、適宜関連委員会を開催する。 

    情報伝達には、院内イントラネット：アイネットや電子カルテ、院内掲示板等を活用する。 

 

６．院内感染症発生時の対応  

  １）異常発生時は、その状況及び患者への対応等を病院長及び感染防止対策室に報告する。 

 

  ２）病院長は、速やかに感染対策委員会を開催し、発生の原因を究明し、改善策を立案、実施する 
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ために全職員への周知徹底を図るとともに、改善策の実施状況を必要に応じて調査し、見直し 

を行う。 

 

  ３）感染防止対策室は、情報収集、状況把握及び感染対策の徹底に努めるとともに、情報を適宜病 

院長に報告する。 

   

  ４）院内のみでの対応が困難な場合は、保健所や地域の医療機関と連携して事態の沈静化を図る。 

 

７．患者への情報提供と説明 

  １）本指針は、患者又は家族が閲覧できるようにする。 

 

  ２）疾患の説明とともに、感染防止の基本についても説明し、理解を得た上で協力を求める。 

  

８．抗菌薬適正使用支援の推進 

  １）薬剤耐性（AMR）対策に基づき、抗菌薬適正使用を推進する。 

   ①抗菌薬使用指針に基づき感染症患者への適切な治療を提供する。 

   

  ２）薬剤耐性菌の発生・拡大を防止するための活動を行う。 

   ①必要な抗菌薬は、届出制・一部許可制とし、適正に使用されるよう管理する。 

   *5-8抗菌薬適正使用マニュアル参照 

 

９.感染対策に関する地域連携への取り組み 

  １）感染防止対策向上加算 1を届け出た医療機関との連携に取り組む。 

 

  ２）感染防止対策向上加算 連携施設の感染対策向上を図る 

①カンファレンスを行い、情報共有ならびに専門性に基づく助言を行う。 

②連携施設から求めがあった場合に現地に赴いての感染対策に関する助言を行う。 

③新興感染症対応訓練や感染対策に関わる院内研修を合同で開催する。 

     

１０．その他の院内感染対策の推進 

  １）本指針は、感染対策委員会の議を経て策定および変更するとともに、職員へ周知徹底する。 

 

  ２）院内感染対策の具体的な推進のために、本指針に即した院内感染対策マニュアルを作成・整備 

する。感染対策マニュアルは 1年に 1回程度見直し、必要時には適宜更新、改訂を加える。 

 

３）当該指針の閲覧に関する基本方針 

①本指針は電子カルテと掲示板を通じて全職員が閲覧できる。 

②病院ホームページにおいて一般に公開する。 
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（付則） 

この指針は、平成 19年 4月 1日から施行する。 

平成 23年 4月 1日改訂/平成 24年 6月 1日改訂/平成 25年 2月 1日改訂/平成 26年 5月 1日改訂/ 

平成 27年 6月 1日改訂/平成 30年 6月 1日改訂/平成 31年 3月 1日改訂 

【改訂情報】 

改訂日 改訂内容 備考 

2022年 8月 16日 診療報酬改定に伴い、９.感染対策向上加算への名称変更  

2024年 5月 13日 院内感染防止管理指針全面改訂  

標準予防策・経路別予防策が定着し、時代変遷に即した内容

へ変更 

９.感染対策に関する地域連携への取り組み内容追加 

 

 

文責：感染防止対策室 小野 

 

 


